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お茶中は時代とともに

附属学校園附属学校園からのからの
お知らせお知らせ

附属学校園からの
お知らせ
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附属学校園での出来事　2023年 1月〜3月

コロナ禍に突入して早3年。大きく変化したお茶中は、もはやコロナ禍以前のお茶中を経験していない

生徒のみとなってしまいました。しかしお茶中生はそんなことは物ともせず、

不安定な状況を叡智とやる気を結集して乗り越えてきました。

　前年度からの大きな変化といえば、少しずつ
行事での規制が緩和されたことが挙げられま
す。今年度は、体育大会での保護者の参観が
3年生の保護者のみ許可されました。生徒は前
年通り応援席の間隔を取り、声を出さないよう
にうちわを使って工夫して応援をしました。

　また、生徒祭のオープニングセレモニーは、
全生徒が講堂に集まって行うことができました。
これは3学年全員にとって初めてのことで、パ
フォーマンスをする側も見る側もワクワク。そし

て、中学の生徒保護者と附属小学校生徒と保
護者の参観ありで教室展示も行われました。こ
れも初めてのことで、少し照れくさい気もしなが
ら各々の発表を精一杯行いました。また、役員
会の発案で生徒祭期間中にウクライナの子ど
もたちへのユニセフ募金を行いました。在校生
だけでなく、参観に来てくださった皆様にもご協
力いただきました。ありがとうございました。

　また行事以外にも、夏には以前から目安箱
に複数人から投書されていた「自由服期間を

伸ばしてほしい」という意見に応じ、役員会か
ら先生方に要望書を提出し、2週間ほどの延
長が実現しました。生徒からは「以前より長くな
ったので良かった」という声が多かった一方で、
「夏服を着る期間が短くなってしまうのではな
いか」と、制服の意義を疑問視する声もありま
した。

　今年度は伝統ある制服に対しても大きな変
化があった年でした。現在のセーラー服と学ラ
ンという制服を、ジェンダーレスに対応させる

べきだという意見が生徒から投書され、それに
基づいて全生徒に2回に亘ってアンケートを実
施しました。回答の傾向として、「現在の制服
は存続させるべき」と考えつつ、「新しい制服
の形を作るべき」と考えている生徒が多数でし
た。この回答から、役員会として「現在の伝統
ある制服とジェンダーレスの共存」を掲げ、現
在も検討を進めています。

　私達はこの3年間、予測のつかない状況の
中でも、工夫をこらして今できる最善のことを

実現してきました。変わっていく
ことを恐れず、事態に柔軟に対
応していくことができるお茶中
生の精神を、これからも引き継
いでいってほしいと思います。　

生徒会長　鍋田　侑希

▲ 第１回制服に関するアンケートのまとめ（一部抜粋） 


